
授業科目

【担当教員名］

Mark Surma 

英語lB（初級・中級・上級）
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対象学科 ！理学・作業・言語・義肢・栄養・スポ・看護・社会

必修・選択 ； 必修

時間数 i 30 

【概要】

この授業の目的は、聴く・話す•読む・書くの 4技能を延ばすことであるが、特に聴くことと話すことに重点を置くつ
様々なタスクを通して、新しい語粟や表現を学び、学生に自信を持って使えるように指導する。また、英語の文法についても指導する。
前期に開講されるこの授業では、基本事項を中心に進めていく。
入学時に受験するブレイスメントテストの結果に基づき、習烈度別クラスにて授業を行う。

［学習目標】

1．簡単な英語を理解したり、それに返答したりすることができる基本的なコミュニケーション能力を身につける

2．自信を持って nativespeakerと英語でインターラクションをするための聴解、会話力を身につける

3.基本的な文法について知る。

回

数 授業計画又は学習の主題 学習方法・学習課題

1オリエンテーション

21Uni t I Habits 

3 IUn it 2 Here and Now 

41Uni t 3 Past Times 

51Un it 4 Looking Ahead 

6IUni t 5 Things We Need 

71Unit 6 Similarities and Differences 

81Uni t 7 Personal Experiences 

91Uni t 8 A ccomplishments 

IOIUni t 9 Dramatic Events 

IIIUnit 10 Abilities 

12 IUn i t 11 Poss i bi I i ti es 

131Uni t 12 Obi igations 

14まとめ

講義と演習および言語活動

適宜小テストを行う

【使用図書】 く書名＞ ＜著者名＞ ＜発行所＞ ＜発行年・価格•その他＞

Communicate with Grammar by Milada Broukal. Macmillan Languagehouse. 1999年 2,000円

教科書
（必ず購入する書籍）

参考書
English-Japanese Dictionary 

その他の資料

【評価方法】

出席、授業参加、小テスト等を各授業担当者
|【履修上の留意点】

が総合的に評価したものに、統一試験の結果
積極的に参加すること。

を加味したものを評価とする。
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